
稲稲
荷荷
通通

④

正正
路路
通通

⑤

まま
ささ

みみ
ちち

広広
島島
通通

⑥

文文
化化
通通

⑦

JR
発
寒
中
央
駅
横
の
線
路
を
横

切
る
通
り
で
稲
荷
街
道
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
稲
荷
と
は
、
沿
線

の
発
寒
神
社
の
御
神
体
が
京
都
伏

見
稲
荷
神
社
の
分
霊
で
あ
る
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。

明
治
九
年
、
発
寒
地
区
に
三
十

二
戸
の
屯
田
兵
村
が
で
き
て
以
来
、

発
寒
地
区
は
こ
の
通
り
を
中
心
に

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
発
寒
の
歴

史
は
、
南
北
に
貫
く
稲
荷
通
の
歴

史
と
と
も
に
語
ら
れ
ま
す
。

西
町
地
区
を
旧
国
道
五
号
線
と

平
行
に
走
る
通
り
。

昭
和
初
期
、
こ
の
通
り
が
道
幅

も
狭
く
、
砂
利
道
だ
っ
た
こ
ろ
、

し
ら

い

ま
さ
み
ち

沿
線
に
住
ん
で
い
た
白
井
正
路
氏

は
自
宅
の
前
の
こ
の
通
り
を
常
日

ご
ろ
か
ら
熱
心
に
補
修
し
て
い
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十
二

年
、
当
時
の
手
稲
村
役
場
が
村
道

の
名
称
整
備
を
行
っ
た
と
き
に
同

氏
の
名
前
を
採
り
正
式
に
命
名
し

ま
し
た
。

西
野
地
区
の
中
央
を
南
北
に
貫

く
通
り
。
明
治
十
八
年
に
広
島
県

か
ら
今
の
西
野
第
二
地
区
辺
り
に

六
戸
十
八
人
の
人
々
が
入
植
し
、

有
名
な
西
野
米
を
産
す
る
水
田
の

開
発
を
進
め
ま
し
た
。
当
時
は
、

こ
の
地
域
を
南
北
に
貫
く
延
長
約

三
㌔
の
農
道
が
開
拓
移
民
の
生
活

の
中
心
で
し
た
。
こ
の
広
島
県
人

の
功
績
を
た
た
え
て
、
一
帯
を

「
広
島
開
墾
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

り
、
こ
の
道
路
も
ま
た
広
島
の
名

称
を
冠
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

旧
国
道
五
号
線
か
ら
三
角
山
宮

の
森
入
り
口
に
向
か
う
中
央
区
と

の
境
界
の
通
り
。

地
元
に
住
む
屯
田
兵
の
三
代
目

の
方
の
話
に
よ
る
と
「
大
正
十
三

年
こ
ろ
、
現
在
の
旧
国
道
五
号
線

か
ら
こ
の
通
り
沿
い
の
山
の
手
方

面
に
向
け
、
電
気
が
引
か
れ
た
。

各
戸
に
電
灯
が
と
も
る
よ
う
に
な

り
、
文
化
的
な
生
活
が
で
き
る
と

喜
ん
だ
こ
と
か
ら
、
当
時
自
分
の

父
親
を
含
む
近
所
の
住
民
が
相
談

し
て
決
め
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

建
物
の
建
築
様
式
か
ら
付
い
た
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

後
年
の
話
の
よ
う
で
す
。

特特集集 ふふるるささととのの道道

▲現在の正路通（西町南６付近）

▲現在の文化通（山の手１－３付近）

▲昭和６１年の稲荷通（JR発寒中央駅付近）

▲昭和４８年の広島通（西野９－７付近）
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